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児童の身体的要因を踏まえた陸上運動の授業づくりの研究

A study on development of track and field classes based on  
physical factors of children

池　田　延　行

Nobuyuki  IKEDA

Ⅰ．研究の目的

筆者らは今までに主として小学校での陸上運動
について幾つかの研究実践を重ね、また、実際に
小学校での陸上運動の授業を行うことで、授業づ
くりへの資料や提言等を提示してきた。

こうした今までの取り組みを経て、本研究では、
児童の身体的要因を踏まえた陸上運動の授業づく
りへの手がかりを得ることを目的とした。

具体的には、「新体力テスト」等での児童の身
体的要因の把握や、実際に児童の身体的要因を測
定して、陸上運動の授業での個に応じた目標記録
の設定や活動の場の設定などの手がかりを得るこ
とである。

例えば、「新体力テスト」の結果からは、児童
の身長や 50ｍ走タイム、立ち幅跳び等のデータ
を入手することができた。この結果に、さらに児
童の短距離走でのストライド（歩幅）を実際に測
定して把握することで、身長、立ち幅跳び、スト
ライドの 3 つの身体的要因の関係を明らかにする
こととした。

こうした結果は、小学校での陸上運動の授業づ
くりにおいて、「ストライド」を含めた児童の身

体的要因の発達傾向を把握することで適切な指導
の仕方の手がかりを得ることができると思われ
る。また、ハードル走や走り幅跳びの「個に応じ
た目標記録の設定」やハードル走でのインターバ
ルの設定などにも活用できる。

Ⅱ．研究の方法

１．文献による研究
児童の身体的要因に関する先行的な資料につい

ては、新体力テスト等の文献によって研究を進め
た。
２．記録等の測定による研究

新体力テストには含まれない「50ｍ走におけ
るストライド」を加えた児童の身体的要因につい
ては、実際に 50ｍ走タイム及びストライドの測
定を行った。

①測定の日時
　　・2015年（平成27年）10月

②測定の対象校
　　・東京都内M市立T小学校（1 年生～6 年生 
　　　の 1 クラスづつ）
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Ⅲ．結果及び考察

１．新体力テストにみる、児童の身長と立ち幅跳
びの関係

筆者らは、児童の身体的要因の中で「身長」と
「立ち幅跳び」の数値が近い関係にあるのではない
か、さらにその 2 つの数値の関係が学年が上がる
に従って変化していくのではないかと考えていた。

そこで、文部科学省が実施している「新体力テ
スト」の結果から、「身長」と「立ち幅跳び」の
関係を明らかにしようとした。表 1 は、「新体力
テスト」 の結果から、「身長」 と「立ち幅跳び」
との関係を各学年の男女ごとにまとめたものであ
る。

表 1 からは、以下のことを指摘できる。
①�「身長」は、小学校各学年で男女の差はほとん

どないが、高学年では、女子の方がやや高いこ
と。

②�「立ち幅跳び」は、各学年共に男子の方が数値
が高いこと。

③�「身長」と「立ち幅跳び」の数値は、小学校 2
年生まではほぼ同じであること。

④�小学校中学年からは「立ち幅跳び」 の数値が
「身長」を上回る傾向があり、この傾向は高学
年ほど顕著であること。そして、この傾向は男
子の方がより明確であること。

２．「50ｍタイム」及び「ストライド」の測定結
果からみた、「身長」と「立ち幅跳び」、「スト
ライド」の関係について

表 2 は、今回行った測定での各学年の人数であ
る。

表１　小学生の「身長」と「立ち幅跳び」との関係

表２　測定した各学年の男女別人数
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「ストライド」の測定は、「50ｍタイム」の測
定時に同時に実施し、20ｍ～30ｍ地点での児童
一人一人の「ストライド」の長さを測定した。

なお、 児童の身長は「50ｍタイム」 と「スト
ライド」の測定時に近い時期での計測結果であり、

「立ち幅跳び」は新体力テスト実施時期（5 月～
6 月）の計測結果である。

表 3 は、測定したT小学校での各学年の「身長」
と「立ち幅跳び」、「ストライド」 及び「50ｍ走
タイム」の平均を男女別に示したものである。

表 3 からは、「ストライド」を基に示すと、以
下のことを指摘できる。
①�「ストライド」は、男子 4 年生と女子 4 年生を

除いては、 ほぼ学年が上がるごとに伸びてい
る。

②�「ストライド」を「身長」との関係でみると、
男女ともに小学校高学年から「ストライド」の
数値が高くなっている。

③�「ストライド」を「立ち幅跳び」との関係でみ
ると、男女ともに各学年で大きな違いが見られ
ない。

これらの結果からは、「ストライド」も「立ち
幅跳び」と同様に小学校高学年からは「身長」よ
りも数値が高くなることが推測される。小学校高
学年からは、「立ち幅跳び」や「ストライド」な
どの体力要因の発達が加速するであろうことを予
測でき、陸上運動の授業づくりへの 1 つの手がか
りとなると思われる。

３．「ストライド」を基にした、「身長」と「立ち
幅跳び」、「50ｍ走」との相関

本研究では、「身長」、「立ち幅跳び」、「ストラ
イド」、「50ｍ走」の相互の相関関係も分析した。

特に今回の研究は「ストライド」を新たに身体
的要因に加えたことから、「ストライド」を基に
他の項目の数値との相関に注目した。

その結果、以下の学年において、「ストライド」
と他の項目との有意な相関が見られた。

① 2 年生男子：「立ち幅跳び」、「50ｍ走」
② 3 年生男子：「50ｍ走」
③ 6 年生男子：「立ち幅跳び」、「50ｍ走」
なお、他の項目ごとの相関では、以下の学年で

表３　小学生の「身長」と「立ち幅跳び」、「ストライド」、「50ｍ走」との関係
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「立ち幅跳び」と「50ｍ走」との相関が見られた。
① 1 年生女子
② 2 年生男子、2 年生女子
③ 4 年生男子、4 年生女子
④ 5 年生男子、5 年生女子
⑤ 6 年生女子
こうした結果からは、「ストライド」の高学年

からの増加は認められたが、 他の身体的（体力
的）要因との相関関係はあまり高くなく、むしろ

「立ち幅跳び」と「50ｍ走」との相関関係が高い
ことが示された。

Ⅳ．ま　と　め

本研究の結果は以下のようにまとめることがで
きる。
①�「身長」、「立ち幅跳び」、「ストライド」、「50ｍ走」

は、おおむね学年ごとに数値が向上し、男女に
大きな差が見られない。

②�「身長」、「立ち幅跳び」、「ストライド」は、小
学校段階ではほぼ同じ数値を示しているが、小
学校高学年からは「身長」よりも「立ち幅跳び」
と「ストライド」の数値が高くなることが示さ
れた。

③�「ストライド」と他の項目との相関は一部の学
年と一部の項目以外は顕著に見られず、むしろ

「立ち幅跳び」と「50ｍ走」との相関が高いこ
とが示された。

これらの内容は、陸上運動の授業づくりに次の
ように手がかりを与えることができると思われ
る。

①�小学校段階では、「身長」、「立ち幅跳び」、「ス
トライド」はほぼ同じ数値を示すことから、
例えば、走り幅跳びの目標記録の設定につい
ては、「立ち幅跳びの2倍跳ぶこと」に加えて、

「自分の身長の 2 倍を跳ぶこと」なども設定
できる。

②�「ハードル走」でのインターバルの長さの設
定に「自分の身長の 4 倍」などを活用するこ
とができる。

③�小学校高学年からは、「立ち幅跳び」と「ス
トライド」が身長の数値を上回ることから、
児童の「体力要因」の伸びが大きくなること
が推測される。こうした発達の特徴的な傾向
は、「走ること」や「跳ぶこと」の指導の適
した時期を示唆している。

なお、本研究では各要因の細かな分析（例えば、
「ストライド」の値が「身長」よりも高い児童は
どのような身体的な特徴があるか、など）は行う
ことができなかった。
「身長」、「立ち幅跳び」、「ストライド」、「50ｍ

走」の各関係などの精緻な分析は今後の研究の課
題である。

本研究は国士舘大学体育学部附属体育研究所・
平成27年度研究助成により行われた。


